


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































→ ( )はい （ ）まあまあ （ ）いいえ
→授業を受けて、役に立ったこと（授業のやり方を含む）、興味をもったこと、さらに知りた
くなったことを書いて下さい。
2018年 10月 23日 30日実施 担当：仁藤智子・小川快之
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[
史
料
①
]
ズ
ょ
義
解
』
後
宮
職
員
令
備
を
行
っ
た
。
導
入
や
要
所
に
視
覚
的
な
効
果
も
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。
目
標
と
し
た
の
は
、
学
生
参
加
型
授
業
で
、
学
問
の
「
お
も
し
ろ
さ
」
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
歴
史
学
と
い
う
学
問
の
手
法
を
体
験
さ
せ
る
た
め
に
、
「
史
料
」
を
提
示
し
て
、
史
料
の
読
み
解
き
と
複
数
の
史
料
を
比
較
す
る
作
槃
を
主
体
と
し
、
「
考
え
る
」
時
間
を
設
定
し
た
。
け
つ
つ
、
学
生
の
持
っ
て
い
る
女
官
の
イ
メ
ー
ジ
を
探
り
、
な
ぜ
女
官
が
必
要
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
提
起
を
行
っ
た
。
そ
し
て
今
回
は
、
日
本
古
代
の
女
官
制
度
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
、
史
料
プ
リ
ン
ト
（
史
料
①
②
参
照
）
を
配
布
し
、
学
生
に
、
後
宮
職
貝
令
か
ら
み
た
女
官
の
律
令
官
僚
制
に
お
け
る
位
置
付
け
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
っ
た
。
『
令
義
解
』
は
、
平
安
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
養
老
令
の
注
釈
書
で
あ
る
。
作
業
用
紙
の
設
問
[
l
]
考
に
し
て
、
後
宮
に
ど
の
よ
う
な
人
が
い
る
か
（
司
が
あ
る
か
）
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
」
の
解
答
欄
に
各
自
記
入
し
て
も
ら
っ
た
。
妃
二
員
。
右
四
品
以
上
。
夫
人
三
員
。
右
三
位
以
上
。
嬢
四
員
。
右
五
位
以
上
。
【
作
業
】
『
令
義
解
』
の
「
奈
良
時
代
の
女
官
制
度
と
は
？
①
『
令
義
解
』
後
宮
職
員
令
（
後
宮
の
職
員
に
関
す
る
規
定
）
を
参
の
後
宮
職
員
令
の
検
証
作
業
②
日
本
史
編
の
講
義
と
作
業
（
担
当
1
筆
者
仁
藤
）
日
本
で
も
ヒ
ッ
ト
し
た
輯
国
時
代
劇
ド
ラ
マ
①
全
体
の
導
入
（
担
当
ぶ
零
者
仁
藤
・
小
川
）
『
チ
ャ
ン
グ
ム
の
誓
い
(
-
）
第
＿
回
（
日
本
史
編
）
の
授
業
内
容
（
非
公
開
）
（
大
長
今
）
』
の
一
場
面
を
見
せ
な
が
ら
、
学
生
に
も
問
い
か
40 
東アジアの宮廷女官をテーマとした日本史・東洋史合同授業の教育的効果について
【
掌
同
典
膳
】
采
女
六
十
人
。
進
漿
水
、
雑
粥
之
事
。
】
典
水
二
人
。
【
掌
同
尚
水
】
釆
女
六
人
。
人。 宮
人
職
員
。
内
侍
司
。
尚
侍
一
一
人
。
【
掌
。
供
奉
常
侍
、
奏
請
、
宣
伝
、
検
校
女
襦
、
兼
知
内
外
命
婦
朝
参
、
及
禁
内
礼
式
之
事
。
】
典
侍
四
人
。
【
掌
同
二
尚
侍
l
。
唯
不
レ
得
一
一
奏
請
、
直
伝
＿
。
若
無
二
尚
侍
＿
者
。
得
一
＿
奏
請
、
宣
伝
ー
】
掌
僻
四
人
。
【
掌
同
典
侍
唯
不
得
奏
請
。
宣
伝
】
女
襦
一
百
人
。
蔵
司
。
尚
蔵
一
人
。
【
掌
。
神
璽
。
関
契
。
供
御
衣
服
。
巾
櫛
。
服
翫
。
及
珍
宝
。
採
吊
。
賞
賜
之
事
。
】
典
蔵
一
一
人
。
一
掌
同
二
尚
蔵
ー
】
掌
蔵
四
人
。
【
掌
。
出
納
、
採
吊
、
賞
賜
之
事
。
】
女
襦
十
人
。
書
司
。
尚
書
一
人
。
【
掌
。
供
奉
内
典
、
経
籍
及
紙
、
墨
、
筆
、
几
案
、
糸
竹
之
事
。
】
典
書
―
一
人
。
一
掌
。
同
二
尚
書
一
】
女
襦
六
薬
司
。
尚
薬
一
人
。
【
掌
。
供
奉
医
薬
之
事
。
】
典
薬
一
一
人
。
【
掌
同
二
尚
薬
＿
】
女
偏
四
人
。
兵
司
。
尚
兵
一
人
。
【
掌
。
供
奉
兵
器
之
事
。
】
典
兵
―
一
人
。
【
掌
同
』
尚
兵
一
ー
女
襦
六
人
。
戦
司
。
尚
綴
一
人
。
【
掌
。
宮
閤
管
鍮
、
及
出
納
之
事
。
】
典
織
四
人
。
【
掌
同
尚
親
】
女
襦
十
人
。
殿
司
。
尚
殿
一
人
。
一
掌
。
供
奉
輿
轍
、
膏
、
沐
、
燈
油
、
火
燭
、
薪
炭
之
事
。
】
典
殿
二
人
。
【
掌
同
尚
殿
】
女
襦
六
人
。
掃
司
。
尚
掃
一
人
。
【
掌
。
供
奉
床
席
、
瀧
掃
、
鋪
設
之
事
。
】
典
掃
二
人
。
【
掌
同
尚
掃
】
女
儒
十
人
。
水
司
。
尚
水
一
人
。
【
掌
。
膳
司
。
尚
膳
一
人
。
【
掌
。
知
御
膳
進
食
先
嘗
、
惣
摘
膳
羞
、
酒
憩
、
諸
餅
疏
菓
之
事
。
】
典
膳
二
人
。
【
掌
同
尚
膳
＿
掌
膳
四
人
。
酒
司
。
尚
酒
一
人
。
【
掌
。
醸
酒
之
事
。
一
典
酒
二
人
。
【
掌
同
尚
酒
】
縫
司
。
尚
縫
一
人
。
一
掌
。
裁
縫
衣
服
纂
組
之
事
。
兼
知
女
功
及
朝
参
】
典
縫
二
人
。
【
掌
同
尚
縫
＿
掌
縫
四
人
。
【
掌
。
命
婦
参
41 
無
位
減
布
登
端
l
o
【
給
徴
之
法
、
並
准
レ
男
。
】
右
諸
司
掌
以
上
、
皆
為
二
職
事
ー
。
自
余
為
二
散
事
＿
、
各
毎
二
半
月
巫
炉
一
沐
仮
三
日
一
。
其
考
紋
法
式
、
人
及
嬌
以
上
女
竪
准
レ
此
】
。
め
て
重
要
な
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
、
作
業
を
通
じ
て
学
生
た
ち
に
理
解
し
て
も
ら
っ
た
。
一
准
二
長
上
之
例
―
後
宮
と
は
、
律
令
の
規
定
と
し
て
は
キ
サ
キ
（
妃
、
嬢
、
夫
人
、
宮
人
）
と
女
官
（
尚
侍
以
下
）
を
指
す
こ
と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
女
官
は
、
後
宮
十
二
司
と
い
っ
て
十
二
の
役
所
に
分
か
れ
て
、
天
皇
の
身
の
回
り
の
実
務
を
分
担
し
て
い
た
こ
と
、
な
か
に
は
天
皇
の
詔
勅
な
ど
機
密
に
直
接
か
か
わ
る
職
務
や
、
印
璽
や
関
契
な
ど
レ
ガ
リ
ア
・
財
宝
な
ど
を
収
納
し
、
宮
城
の
鍵
を
管
理
す
る
な
ど
極
次
い
で
、
「
②
奈
良
時
代
の
女
官
の
社
会
的
位
置
づ
け
や
実
態
に
つ
い
て
、
授
業
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
」
と
[
史
料
②
]
ズ
P
義
解
』
禄
令
宮
人
給
禄
條
凡
宮
人
給
レ
禄
者
、
尚
蔵
准
二
正
一
二
位
＿
。
尚
膳
、
尚
縫
准
二
正
四
位
ー
。
典
蔵
准
忍
征
四
位
一
。
尚
侍
、
典
膳
、
典
縫
准
従
五
位
。
尚
酒
准
正
六
位
。
尚
書
、
尚
薬
、
尚
殿
、
典
侍
准
従
六
位
。
尚
兵
、
尚
綴
准
正
七
位
。
尚
掃
、
尚
水
、
掌
蔵
、
掌
侍
准
従
七
位
。
掌
膳
、
掌
縫
准
正
八
位
。
典
書
、
典
築
、
典
兵
、
典
鞭
、
典
殿
、
典
掃
、
典
水
、
典
酒
准
従
八
位
。
自
余
散
事
、
有
位
准
―
―
少
初
位
l
o
こ
れ
は
、
女
官
の
給
禄
基
準
を
規
定
し
た
法
令
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
何
が
わ
か
る
か
、
学
生
同
士
で
相
談
さ
せ
て
思
考
を
深
め
さ
い
う
問
い
を
投
げ
か
け
て
、
次
の
よ
う
な
史
料
を
提
示
し
た
。
見
、
朝
会
引
導
之
事
。
】
【
東
宮
宮
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東アジアの宮廷女官をテーマとした日本史・東洋史合同授業の教育的効果について
れ
ら
の
成
果
に
学
び
な
が
ら
、
解
説
を
行
っ
た
。
せ
た
。
「
准
正
三
位
」
な
ど
の
よ
う
に
「
准
」
と
い
う
字
が
あ
る
こ
と
を
気
づ
か
せ
、
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
質
間
を
重
ね
た
。
や
が
て
、
「
正
三
位
」
が
男
性
官
人
（
以
F
、
男
官
）
が
気
づ
い
た
。
そ
こ
で
、
女
官
に
は
相
当
す
る
位
階
が
な
い
た
め
、
男
官
の
位
階
に
「
准
じ
る
」
こ
と
を
説
明
し
、
位
階
と
官
職
が
リ
ン
ク
し
て
い
る
古
代
官
僚
制
に
お
い
て
、
女
官
が
例
外
的
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
解
さ
せ
た
。
先
に
説
明
し
た
後
宮
十
二
司
が
、
天
皇
権
力
に
密
着
し
た
戦
務
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
、
女
官
が
官
位
相
当
制
の
外
側
に
位
置
し
、
「
准
位
」
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
「
③
平
安
時
代
に
な
る
と
、
後
宮
・
女
官
は
変
化
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
歴
史
的
な
背
景
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
」
と
い
う
、
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
の
質
問
を
設
け
た
。
そ
の
意
図
は
、
学
生
が
裔
校
時
代
ま
で
に
学
習
し
て
き
た
古
文
（
中
古
文
学
）
で
は
何
を
基
準
に
「
准
」
と
い
う
字
が
使
わ
れ
の
イ
メ
ー
ジ
を
問
い
か
け
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
学
生
か
ら
は
「
女
官
が
女
一
房
に
な
っ
た
」
と
い
う
短
絡
的
な
回
答
ば
か
り
で
あ
っ
た
た
め
、
講
義
に
回
す
こ
と
に
し
た
。
以
上
、
三
題
の
問
い
に
対
す
る
解
答
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
教
員
が
学
生
の
解
答
を
聞
き
つ
つ
、
板
書
も
行
な
い
な
が
ら
、
内
容
の
確
認
と
解
説
を
行
っ
た
。
講
義
で
は
、
奈
良
時
代
の
女
官
の
実
態
に
つ
い
て
か
ら
話
し
始
め
た
。
日
本
古
代
史
研
究
に
お
け
る
女
官
の
研
究
は
古
く
膨
大
な
も
の
で
あ
る
が
、
大
き
く
分
け
て
、
律
令
官
人
制
研
究
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
(
5
)
。
そ
ま
ず
、
奈
良
時
代
の
特
徴
と
し
て
女
帝
が
多
か
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
、
女
官
が
天
皇
の
近
辺
で
活
躍
し
や
す
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
に
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
み
て
み
た
。
誰
も
が
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
の
で
き
る
四
名
の
著
名
な
政
治
家
の
名
を
あ
げ
た
。
【
講
義
】
の
位
階
で
あ
る
こ
と
に
学
生
の
一
部
43 
•
藤
原
不
比
等
•
藤
原
仲
麻
呂
•
藤
原
豊
成
•
吉
備
真
備
ま
た
、
彼
ら
と
婚
姻
関
係
や
兄
弟
姉
妹
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
女
性
の
名
を
あ
げ
た
。
•
藤
原
不
比
等
↓
縣
犬
養
三
千
代
（
妻
）
•
藤
原
仲
麻
呂
↓
藤
原
哀
比
良
（
妻
）
•
藤
原
豊
成
↓
藤
原
百
能
（
妻
）
そ
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
発
問
と
説
明
を
し
た
。
な
ぜ
、
彼
女
た
ち
の
名
前
は
歴
史
に
残
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
彼
女
た
ち
が
有
力
な
貴
族
の
妻
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
有
能
な
高
位
の
女
官
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
縣
犬
餐
三
千
代
は
、
元
明
・
元
正
女
帝
に
仕
え
女
官
（
尚
侍
）
で
、
美
努
王
や
不
比
等
と
婚
姻
し
、
聖
武
天
皇
の
乳
母
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
所
生
子
に
、
橘
諸
兄
、
橘
佐
為
、
光
明
皇
后
な
ど
が
い
る
。
橘
姓
を
賜
与
さ
れ
て
、
橘
三
千
代
と
名
乗
っ
た
。
藤
原
哀
比
良
は
、
北
家
・
藤
原
房
前
の
娘
で
あ
り
、
従
兄
弟
の
南
家
・
藤
原
仲
麻
呂
の
妻
と
な
り
、
真
従
・
真
先
・
訓
儒
麻
呂
・
真
文
・
児
従
な
ど
を
生
ん
だ
。
孝
謙
女
帝
や
淳
和
天
皇
の
も
と
で
尚
蔵
兼
尚
侍
を
務
め
、
光
明
皇
太
后
と
も
パ
イ
プ
を
持
つ
女
性
で
あ
っ
た
。
彼
女
の
早
死
が
、
仲
麻
呂
政
権
が
瓦
解
の
遠
因
の
一
っ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
藤
原
百
能
は
、
京
家
・
藤
原
麻
呂
の
娘
で
、
従
兄
弟
の
南
家
・
豊
成
に
嫁
い
だ
。
夫
が
左
遷
か
ら
政
界
へ
復
帰
し
た
時
に
は
、
重
詐
し
た
称
徳
女
帝
の
尚
侍
を
務
め
た
。
甍
伝
に
「
大
臣
甍
し
て
後
、
志
を
守
る
こ
と
年
久
し
く
、
内
職
に
供
奉
り
て
貞
固
を
称
へ
ら
る
」
吉
備
真
備
↓
吉
備
由
利
（
妹
ま
た
は
娘
）
44 
東アジアの宮廷女官をテーマとした日本史・東洋史合同授業の教育的効果について
③
ま
と
め
の
作
業
（
担
当
と
筆
者
仁
藤
・
小
川
）
な
お
、
女
帝
の
い
な
い
時
代
に
な
る
と
、
後
宮
内
で
も
キ
サ
キ
の
序
列
化
が
顕
著
に
な
り
、
女
官
の
二
極
化
が
進
み
、
天
皇
の
配
偶
者
と
な
る
（
可
能
性
も
あ
る
）
も
の
と
実
務
派
女
官
に
大
き
く
分
か
れ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
天
皇
に
気
に
入
ら
れ
れ
ば
側
室
、
仕
事
を
買
わ
れ
ば
お
局
様
(
M
.
T
)
」
と
い
う
学
生
の
メ
モ
が
目
を
引
い
た
。
最
後
に
、
女
官
で
は
な
い
「
女
房
の
登
場
」
が
、
平
安
時
代
に
な
る
と
み
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
女
房
は
、
キ
サ
キ
や
キ
サ
キ
予
備
軍
の
女
官
の
た
め
に
、
私
的
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
女
性
使
用
人
で
あ
り
、
女
官
11
女
房
と
い
う
理
解
は
正
し
く
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
授
業
の
最
後
に
は
、
作
業
用
紙
の
設
問
[
l
]
の
「
②
奈
良
時
代
の
女
官
の
社
会
的
な
位
置
づ
け
や
実
態
に
つ
い
て
、
授
業
か
ら
わ
(
s
.
M
)
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
反
応
が
大
き
か
っ
た
。
吉
備
由
利
は
、
父
（
も
し
く
は
兄
）
と
い
う
天
皇
の
家
産
の
金
庫
番
を
務
め
て
い
る
。
ま
た
、
女
帝
で
あ
る
称
徳
天
皇
が
病
に
臥
す
と
、
た
だ
一
人
天
皇
の
寝
所
に
出
入
り
こ
の
四
例
か
ら
、
女
官
が
婚
姻
・
出
産
が
で
き
た
こ
と
、
男
官
の
出
世
は
妻
に
左
右
さ
れ
、
有
力
な
女
官
を
求
め
る
こ
と
が
政
界
で
の
成
功
す
る
た
め
の
秘
訣
で
あ
っ
た
こ
と
、
女
帝
の
時
代
に
は
有
力
な
パ
イ
プ
役
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
内
容
に
対
す
る
学
生
の
反
応
で
あ
る
が
、
特
に
、
男
官
と
の
関
係
で
は
、
女
官
と
婚
姻
は
可
能
で
あ
る
こ
と
、
有
力
貴
族
は
夫
と
妻
、
兄
弟
と
姉
妹
の
男
女
ペ
ア
で
出
仕
し
て
い
る
こ
と
は
学
生
に
と
っ
て
意
外
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
「
男
官
と
女
官
が
互
い
に
血
縁
を
結
ぶ
こ
と
で
、
政
治
的
に
連
携
し
て
い
た
。
相
乗
効
果
？
（
s
．
N
)
」
、
「
男
の
出
世
は
妻
に
左
右
、
有
能
な
女
官
を
さ
が
せ
を
許
さ
れ
た
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
と
そ
の
貞
節
が
称
え
ら
れ
た
。
の
吉
備
真
備
と
と
も
に
称
徳
女
帝
に
信
頼
さ
れ
、
側
近
と
し
て
典
蔵
を
務
め
、
の
ち
に
は
尚
蔵
45 
解
』
と
②
中
国
史
編
の
講
義
と
作
業
（
担
当
1
筆
者
小
川
）
①
導
入
（
担
当
]
享
者
小
川
・
仁
藤
）
か
っ
た
こ
と
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
③
平
安
時
代
に
な
る
と
、
後
宮
・
女
官
は
変
化
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
歴
史
的
な
背
景
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
」
に
記
入
し
て
も
ら
い
、
教
員
が
学
生
の
解
答
を
聞
き
つ
つ
、
日
本
古
代
に
お
け
る
女
官
の
位
相
を
ま
と
め
た
。
日
本
古
代
に
お
け
る
律
令
官
僚
制
で
は
、
男
官
と
女
官
が
相
互
に
連
携
し
つ
つ
運
営
さ
れ
て
い
く
こ
と
、
婚
姻
も
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
確
認
し
て
終
え
た
。
ま
た
、
次
回
へ
の
導
入
と
し
て
、
筆
者
小
川
が
、
冒
頭
に
見
た
『
チ
ャ
ン
グ
ム
の
誓
い
』
な
ど
の
例
を
引
い
て
、
朝
鮮
王
朝
に
お
け
る
女
官
と
の
比
較
を
通
じ
て
補
足
説
明
を
行
っ
た
。
（
二
）
第
二
回
（
中
国
史
編
）
の
授
業
内
容
（
公
開
）
前
回
の
要
点
を
確
認
し
、
そ
の
上
で
、
日
本
の
後
宮
十
二
司
制
の
モ
デ
ル
は
唐
の
六
局
二
十
四
司
制
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
そ
し
て
、
そ
も
そ
も
唐
の
女
官
制
度
（
六
局
二
十
四
司
制
）
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
日
本
と
の
違
い
は
あ
る
の
か
、
と
の
問
題
提
起
を
し
た
。
そ
し
て
、
今
回
は
中
国
の
女
官
制
度
に
つ
い
て
、
日
本
と
比
較
し
な
が
ら
考
察
し
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
。
【
作
業
】
『
大
唐
六
典
』
『
新
唐
書
』
と
『
令
義
解
』
の
比
較
検
討
作
業
ま
ず
、
唐
の
女
官
制
度
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
『
大
唐
六
典
』
巻
十
二
、
内
官
・
宮
官
・
内
侍
省
の
目
次
、
及
び
『
新
唐
書
』
巻
四
十
七
、
内
官
・
宮
官
の
項
（
史
料
③
参
照
）
の
史
料
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
、
唐
の
六
局
二
十
四
司
と
日
本
の
後
宮
十
二
司
と
の
類
似
点
・
相
違
点
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
検
証
し
て
も
ら
い
、
作
業
用
紙
の
設
問
[
2
]
の
「
唐
の
女
官
制
度
と
は
？
①
『
令
義
『
大
唐
六
典
』
（
玄
宗
皇
帝
の
命
で
編
纂
さ
れ
た
唐
王
朝
の
官
制
と
関
連
法
制
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
書
物
）
と
『
新
唐
書
』
（
唐
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の
正
史
）
巻
四
十
七
、
内
官
・
宮
官
の
項
の
内
容
を
見
比
べ
て
、
似
て
い
る
点
と
違
う
点
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
」
の
解
答
欄
（
「
似
て
い
る
点
」
「
違
う
点
」
）
に
各
自
記
入
し
て
も
ら
っ
た
。
[
史
料
③
]
『
新
唐
書
』
巻
四
十
七
、
内
官
•
宮
官
の
項
貴
妃
、
恵
妃
、
麗
妃
、
華
妃
、
各
一
人
、
正
一
品
。
掌
佐
皇
后
論
婦
礼
於
内
、
無
所
不
統
。
…
…
淑
儀
、
徳
儀
、
賢
儀
、
順
儀
、
婉
儀
、
芳
儀
、
各
一
人
、
正
二
品
。
掌
教
九
御
四
徳
、
率
其
属
以
賛
后
礼
。
美
人
四
人
、
正
三
品
、
掌
率
女
官
脩
祭
祀
、
賓
客
之
尚
宮
局
。
尚
宮
二
人
、
正
五
品
。
六
尚
皆
如
之
。
掌
導
引
中
宮
、
総
司
記
、
司
言
、
司
簿
、
司
聞
。
凡
六
尚
事
物
出
納
文
籍
、
皆
泄
其
印
署
。
有
女
史
六
人
、
掌
執
文
書
。
司
記
二
人
、
正
六
品
、
二
十
四
司
皆
如
之
。
掌
宮
内
文
簿
入
出
、
録
為
抄
目
、
審
付
行
焉
。
牒
状
無
違
、
然
後
加
印
。
典
記
佐
之
。
典
記
二
人
、
正
七
品
、
二
十
四
典
皆
如
之
。
掌
記
二
人
、
正
八
品
、
二
十
四
掌
皆
如
之
。
司
言
、
典
言
、
各
二
人
、
掌
承
勅
宣
付
、
別
紗
以
授
司
閣
伝
外
。
掌
言
二
人
、
掌
宣
伝
、
外
司
附
奏
受
事
者
、
奏
聞
、
承
勅
処
分
、
則
録
所
奏
為
案
記
。
有
女
史
四
人
。
司
簿
、
典
簿
、
掌
簿
、
各
二
人
、
掌
女
史
以
上
名
簿
。
稟
賜
、
則
品
別
条
録
為
等
。
有
女
史
六
人
。
司
闇
六
人
、
掌
諸
閤
管
鎗
。
典
聞
、
掌
闇
、
各
六
人
、
掌
分
泄
啓
閉
。
有
女
史
四
人
。
尚
儀
局
。
尚
儀
二
人
、
掌
礼
儀
起
居
。
総
司
籍
、
司
楽
、
司
賓
、
司
賛
。
司
籍
、
典
籍
、
掌
籍
、
各
二
人
、
掌
供
御
経
籍
。
分
四
部
、
部
別
為
目
、
以
時
暴
涼
。
教
学
則
簿
記
課
業
、
供
奉
几
案
、
紙
筆
、
皆
預
偕
焉
。
有
女
史
十
人
。
司
楽
、
典
楽
、
掌
楽
、
各
四
人
、
掌
宮
県
及
諸
楽
陳
布
之
儀
、
泄
其
閲
習
。
有
女
史
二
人
。
司
賓
、
典
賓
、
掌
賓
、
各
二
人
、
掌
賓
客
朝
見
、
受
名
以
聞
。
宮
官
。
事
。
オ
人
七
人
、
正
四
品
。
掌
叙
燕
寝
、
理
絲
某
、
以
献
歳
功
。
内
官
。
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受
付
則
旬
別
案
記
。
有
女
史
四
人
。
宴
会
、
則
具
品
数
以
授
尚
食
、
有
賜
物
、
与
尚
功
泄
給
。
有
女
史
二
人
。
司
賛
、
典
賛
、
掌
賛
、
各
一
一
人
、
掌
賓
客
朝
見
、
宴
食
、
賛
相
導
引
。
会
日
、
引
客
立
子
殿
庭
、
司
言
宜
勅
坐
、
然
後
引
即
席
。
酒
至
、
起
再
拝
。
食
至
、
亦
起
。
皆
相
其
儀
。
形
史
尚
服
局
。
尚
服
二
人
、
掌
供
服
用
釆
章
之
数
、
総
司
宝
、
司
衣
、
司
飾
、
司
使
。
司
宝
二
人
、
掌
神
宝
、
受
命
宝
、
六
宝
及
符
契
、
皆
識
其
行
用
、
記
以
文
簿
。
典
宝
、
掌
宝
、
各
二
人
、
凡
出
付
皆
旬
別
案
記
、
還
則
株
書
注
入
。
有
女
史
四
人
。
司
衣
、
典
衣
、
掌
衣
、
各
一
一
人
、
掌
宮
内
御
服
、
首
飾
整
比
、
以
時
進
奉
。
有
女
史
四
人
。
司
飾
、
典
飾
、
掌
飾
、
各
二
人
、
掌
湯
沐
、
巾
櫛
。
凡
供
進
、
識
其
寒
温
之
節
。
有
女
史
一
一
人
。
司
使
、
典
杖
、
掌
杖
、
各
二
人
、
掌
杖
衛
之
器
。
凡
立
儀
衛
、
尚
服
率
司
使
等
供
其
事
。
有
女
史
二
人
。
尚
食
局
。
尚
食
二
人
、
掌
供
膳
羞
品
斉
。
総
司
膳
、
司
醸
、
司
薬
、
司
饒
。
凡
進
食
、
先
嘗
。
司
膳
一
一
人
、
掌
烹
煎
及
膳
羞
、
米
麺
、
薪
炭
。
凡
供
奉
口
味
、
皆
種
別
封
印
。
典
膳
、
掌
膳
、
各
四
人
、
掌
調
和
御
食
、
温
、
涼
、
寒
、
熱
、
以
時
供
進
則
嘗
之
。
有
女
史
四
人
。
司
醒
、
典
醒
、
掌
醒
、
各
二
人
、
掌
酒
醸
馳
飲
、
以
時
進
御
。
有
女
史
二
人
。
司
薬
、
典
薬
、
掌
薬
、
各
二
人
、
掌
医
方
。
凡
薬
外
進
者
、
簿
案
種
別
。
有
女
史
四
人
。
司
饉
、
典
饒
、
掌
籍
、
各
一
一
人
、
掌
給
宮
人
籐
食
、
薪
炭
、
皆
有
等
級
、
尚
寝
局
。
尚
寝
二
人
、
掌
燕
見
進
御
之
次
叙
、
総
司
設
、
司
輿
、
司
苑
、
司
燈
。
司
設
、
典
設
、
掌
設
、
各
二
人
、
掌
林
帷
菌
席
鋪
設
、
久
故
者
以
状
聞
。
凡
汎
掃
之
事
、
典
設
以
下
分
視
。
有
女
史
四
人
。
司
輿
、
典
輿
、
掌
輿
、
各
二
人
、
掌
興
輩
、
撒
扇
、
文
物
、
羽
耗
、
以
時
暴
涼
。
典
輿
以
下
分
察
。
有
女
史
二
人
。
司
苑
、
典
苑
、
掌
苑
、
各
二
人
、
掌
園
苑
蒔
植
疏
果
。
典
苑
以
下
分
察
之
。
果
熟
、
進
御
。
有
女
史
＝
一
人
。
司
燈
、
典
燈
、
掌
燈
、
各
二
人
、
掌
門
閤
燈
燭
。
昼
漏
尽
一
刻
、
典
燈
以
下
分
察
。
有
女
史
二
人
。
二
人
、
正
六
品
。
有
女
史
二
人
。
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尚
食
局
（
料
理
、
医
薬
を
担
当
）
↓
養
老
令
1
1
薬
司
•
水
司
・
膳
司
・
酒
司
↓
養
老
令
11
蔵
司
・
兵
司
尚
儀
局
（
儀
礼
、
宴
会
の
運
営
を
担
当
）
↓
養
老
令
11
書
司
↓
養
老
令
11
内
侍
司
・
蔵
司
・
閾
司
尚
功
局
。
尚
功
二
人
、
掌
女
功
之
程
、
総
司
製
、
司
珍
、
司
採
、
司
計
。
司
製
、
典
製
、
掌
製
、
各
一
一
人
、
掌
供
御
衣
服
裁
縫
゜
有
女
史
二
人
。
司
珍
、
典
珍
、
掌
珍
、
各
二
人
、
掌
珠
珍
、
銭
貨
。
有
女
史
六
人
。
司
採
、
典
綜
、
掌
採
、
各
二
人
、
掌
綿
採
、
緩
吊
、
絲
菜
。
有
賜
用
、
則
旬
別
案
記
。
有
女
史
二
人
。
司
計
、
典
計
、
掌
計
、
各
二
人
、
給
衣
服
、
飲
食
、
薪
炭
。
有
女
史
二
宮
正
一
人
、
正
五
品
。
司
正
二
人
、
正
六
品
。
典
正
二
人
、
正
七
品
。
宮
正
掌
戒
令
、
糾
禁
、
嫡
罰
之
事
。
宮
人
不
供
職
者
、
司
正
以
牒
取
裁
、
小
事
決
罰
、
大
事
奏
聞
。
有
女
史
四
人
。
阿
監
、
副
監
、
視
七
品
。
そ
し
て
、
学
生
が
解
答
を
書
き
入
れ
た
と
こ
ろ
で
、
教
員
が
学
生
の
解
答
を
聞
き
つ
つ
、
板
書
も
行
な
い
な
が
ら
、
ま
ず
、
以
下
の
組
織
の
対
応
関
係
を
確
認
し
た
。
な
お
、
講
義
で
は
、
以
下
で
説
明
す
る
内
容
を
記
し
た
レ
ジ
ュ
メ
も
配
布
し
、
そ
れ
も
併
用
し
つ
つ
解
説
を
行
っ
た
。
宮
官
（
実
務
を
担
う
女
官
）
尚
宮
局
（
全
体
の
統
轄
、
文
書
財
務
の
管
理
、
詔
勅
の
伝
達
、
鍵
の
管
理
を
担
当
）
尚
服
局
（
宝
物
、
服
飾
、
儀
式
用
の
武
器
な
ど
の
管
理
、
湯
あ
み
の
支
度
を
担
当
）
尚
寝
局
（
設
備
の
管
理
、
菜
園
の
管
理
、
照
明
の
管
理
を
担
当
）
↓
養
老
令
11
殿
司
・
掃
司
人。
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の
宦
官
は
、
唐
代
に
比
べ
、
役
割
が
低
下
し
て
い
た
。
後
宮
に
は
、
女
官
・
男
官
と
は
別
の
存
在
、
重
視
が
表
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
(
6
)
0
宮
正
（
女
官
に
対
す
る
監
察
を
担
当
）
↓
養
老
令
11
な
し
尚
功
局
（
織
物
裁
縫
、
生
活
必
需
品
な
ど
の
分
配
を
担
当
）
↓
養
老
令
11
縫
司
そ
し
て
、
似
て
い
る
点
と
し
て
、
后
妃
と
女
官
を
区
別
し
て
い
る
点
、
大
ま
か
な
職
務
の
内
容
、
女
官
を
三
つ
の
ラ
ン
ク
（
唐
は
尚
、
司
、
典
で
、
日
本
で
は
尚
、
典
、
掌
）
に
分
け
て
い
る
点
な
ど
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
違
う
点
と
し
て
、
官
職
名
や
絹
成
の
仕
方
に
違
い
が
あ
る
点
、
女
官
の
犯
罪
の
取
り
締
ま
り
を
担
当
す
る
宮
正
に
あ
た
る
官
職
が
な
い
点
、
唐
で
は
女
官
は
官
品
（
官
職
の
ラ
ン
ク
）
を
持
っ
て
い
る
が
、
『
令
義
解
』
掲
載
の
女
官
に
は
官
位
は
な
い
点
（
た
だ
し
、
禄
令
で
ど
の
官
位
に
相
当
す
る
か
は
示
さ
れ
て
い
る
）
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
唐
で
は
尚
、
司
、
典
は
ど
の
局
で
も
同
一
の
官
品
（
尚
は
正
五
品
、
司
は
正
六
品
、
典
は
正
七
品
）
は
、
尚
、
典
、
掌
の
ラ
ン
ク
は
司
に
よ
り
違
い
が
見
ら
れ
、
唐
の
正
五
品
よ
り
官
位
が
高
い
女
官
も
お
り
、
尚
蔵
が
正
三
位
相
当
、
典
蔵
が
従
四
位
相
当
と
さ
れ
、
神
璽
を
管
理
す
る
蔵
司
の
女
官
の
地
位
が
突
出
し
て
高
い
こ
と
を
説
明
し
、
そ
こ
に
日
本
で
の
神
璽
へ
の
そ
し
て
、
『
大
唐
六
典
』
を
見
る
と
、
内
侍
省
と
い
う
官
庁
が
あ
り
、
こ
れ
は
宦
官
の
組
織
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
中
国
王
朝
の
後
宮
の
仕
事
は
宦
官
と
女
官
の
分
薬
体
制
で
あ
り
、
宦
官
の
存
在
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
解
説
し
た
。
【
講
義
】
(
7
)
で
あ
る
が
、
日
本
で
つ
ま
り
、
宦
官
が
い
る
こ
と
、
内
侍
〔
ナ
イ
ジ
〕
は
女
官
で
は
な
く
宦
官
で
あ
る
こ
と
、
講
義
で
は
、
さ
ら
に
宋
代
か
ら
清
代
の
宮
廷
女
官
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
解
説
を
し
た
。
宋
代
に
は
、
六
局
の
上
に
尚
書
内
省
と
い
う
機
関
が
設
置
さ
れ
、
女
官
の
皇
帝
秘
書
官
化
が
進
み
、
高
級
女
官
で
あ
る
内
夫
人
（
内
尚
書
）
は
男
装
し
て
い
た
。
一
方
、
宋
代
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の
伝
統
的
な
衣
服
は
漢
服
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
な
役
割
が
女
官
か
ら
｛
臣
官
へ
と
移
っ
た
。
が
、
未
詳
で
あ
る
。
宋
代
に
は
、
貴
族
は
お
ら
ず
、
基
本
的
に
高
級
官
僚
に
な
る
に
は
科
挙
合
格
が
必
要
で
あ
り
、
君
主
を
貴
族
や
武
人
が
支
え
る
体
制
で
は
な
く
、
科
挙
官
僚
（
士
大
夫
）
が
支
え
る
体
制
で
あ
っ
た
。
社
会
的
身
分
が
日
本
古
代
や
江
戸
時
代
よ
り
も
流
動
的
で
、
女
官
の
出
身
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
古
代
の
よ
う
な
男
性
官
僚
と
女
官
が
連
携
し
て
君
主
を
補
佐
す
る
あ
り
方
で
は
な
く
、
男
性
官
僚
と
女
官
が
そ
れ
ぞ
れ
君
主
を
支
え
る
と
い
う
あ
り
方
で
あ
っ
た
。
遼
朝
・
金
朝
・
元
朝
の
女
官
は
、
北
方
民
族
的
な
風
俗
の
影
響
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
明
代
は
、
女
官
の
組
織
が
六
局
一
司
（
一
司
は
宮
正
司
）
に
縮
小
し
、
永
楽
朝
以
降
、
宦
官
の
影
響
力
が
強
ま
り
、
皇
帝
秘
書
官
的
明
代
の
女
官
は
、
礼
部
（
官
僚
の
採
用
を
担
当
す
る
官
庁
）
が
、
容
姿
は
問
わ
ず
、
「
民
間
の
十
五
歳
前
後
以
上
の
未
婚
女
性
」
ま
た
は
「
四
十
歳
以
下
の
夫
が
い
な
い
婦
人
」
で
、
「
読
み
書
き
が
で
き
る
者
」
の
中
か
ら
選
抜
し
て
い
た
。
の
就
労
後
は
実
家
に
帰
っ
て
結
婚
し
て
も
残
留
し
て
も
よ
か
っ
た
(
8
)
0
つ
ま
り
、
実
務
能
力
を
重
視
し
て
お
り
、
女
官
の
出
身
は
知
識
人
階
級
で
あ
っ
た
。
既
婚
で
夫
が
生
き
て
い
る
者
は
な
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
女
官
は
一
定
期
間
き
ゅ
う
か
ひ
じ
ょ
明
代
の
後
宮
に
は
女
官
以
外
に
使
用
人
も
い
て
、
彼
女
た
ち
は
宮
人
・
宮
蛾
婢
女
と
呼
ば
れ
た
（
皇
帝
の
乳
栂
も
含
む
）
。
そ
の
中
に
は
、
宦
官
と
結
託
し
て
権
勢
を
得
る
も
の
も
い
た
が
、
多
く
は
過
酷
な
境
遇
に
置
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
明
代
の
女
性
の
服
装
は
、
旗
抱
〔
チ
ー
パ
オ
〕
（
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
）
で
は
な
か
っ
た
。
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
は
、
満
洲
族
の
伝
統
衣
装
に
由
来
し
た
衣
服
で
あ
る
。
明
代
の
女
性
の
服
装
は
、
比
甲
（
袖
な
し
の
チ
ョ
ッ
キ
）
な
ど
が
特
徴
で
、
現
在
、
明
代
以
前
一
方
、
朝
鮮
王
朝
の
女
性
の
衣
服
に
は
、
明
朝
の
服
装
か
ら
の
影
響
が
あ
る
。
清
朝
は
、
六
局
二
十
四
司
制
を
採
用
せ
ず
、
宮
女
は
内
務
府
（
宮
廷
事
務
を
行
う
機
関
）
が
管
理
し
て
い
た
。
宮
女
は
、
採
用
対
象
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③
ま
と
め
の
作
業
（
担
当
J
筆
者
小
川
・
仁
藤
）
な
お
、
清
代
の
話
を
す
る
際
に
は
、
中
国
で
ヒ
ッ
ト
し
た
時
代
劇
ド
ラ
マ
「
宮
廷
女
官
若
暖
〔
ジ
ャ
ク
ギ
〕
（
歩
歩
驚
心
）
』
の
話
も
を
問
わ
ず
採
用
さ
れ
て
い
た
。
が
限
定
的
で
、
内
務
府
が
行
う
秀
女
選
抜
に
よ
り
、
皇
帝
の
家
政
を
担
う
内
務
府
三
旗
と
い
う
組
織
に
属
す
る
女
子
の
中
か
ら
選
抜
し
て
い
た
。
多
く
は
十
年
ほ
ど
宮
中
で
仕
事
を
す
る
と
出
宮
し
て
、
結
婚
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
て
い
た
(
9
)
。
な
お
、
清
代
の
満
洲
族
の
女
性
の
間
で
は
、
両
把
頭
〔
リ
ャ
ン
バ
ー
ト
ウ
〕
と
い
う
髪
を
上
に
盛
り
上
げ
る
髪
型
が
流
行
し
て
い
た
。
以
上
の
内
容
を
解
説
し
た
後
、
以
下
の
よ
う
に
そ
の
内
容
を
ま
と
め
た
。
隋
唐
時
代
か
ら
宋
代
に
は
、
六
局
二
十
四
司
制
が
発
展
し
、
女
官
が
皇
帝
秘
書
官
的
な
役
割
も
担
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
明
の
永
楽
朝
以
降
、
皇
帝
秘
書
官
の
役
割
は
女
官
か
ら
宦
官
に
移
っ
た
。
女
官
は
后
妃
と
違
い
、
実
務
が
で
き
る
知
識
人
で
あ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
知
識
人
階
級
出
身
の
女
性
た
ち
が
結
婚
経
験
つ
ま
り
、
明
朝
は
、
家
柄
（
有
力
者
の
一
族
）
と
い
う
よ
り
知
識
人
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
た
。
宮
廷
に
入
る
と
（
男
性
官
僚
な
ど
と
）
結
婚
が
で
き
な
か
っ
た
（
日
本
古
代
の
女
官
と
は
違
う
）
。
清
朝
は
、
内
務
府
が
管
理
す
る
体
制
に
な
り
、
女
官
の
役
割
は
限
定
的
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
は
満
洲
族
王
朝
で
あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
交
え
つ
つ
説
明
を
行
っ
た
。
授
業
の
最
後
に
作
業
用
紙
の
設
問
[
2
]
の
「
②
女
官
の
あ
り
方
や
変
化
が
宋
代
か
ら
明
代
と
奈
良
か
ら
平
安
時
代
で
違
う
点
は
ど
こ
で
す
か
？
そ
う
し
た
違
い
が
見
ら
れ
る
背
景
に
は
何
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
？
・
日
本
に
は
な
ぜ
宦
官
が
い
な
い
と
思
い
ま
す
か
？
」
に
記
入
し
て
も
ら
い
、
教
員
が
学
生
の
解
答
を
聞
き
つ
つ
、
板
書
も
行
な
い
な
が
ら
、
内
容
の
確
認
と
解
説
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
ま
と
め
と
し
て
、
日
本
で
は
、
宦
官
は
お
か
れ
な
か
っ
た
が
、
平
安
初
期
に
設
置
さ
れ
た
「
蔵
人
」
と
い
う
存
在
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
解
説
し
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
官
僚
制
を
支
え
た
男
官
・
女
官
・
宦
官
の
意
義
と
そ
の
文
化
的
背
景
に
つ
い
て
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の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
分
析
し
て
み
た
い
。
全
体
で
は
、
全
五
十
一
名
の
中
で
、
は
し‘ （
三
十
三
名
）
中
、
そ
の
結
果
は
、
考
古
・
日
本
史
学
コ
ー
ス
説
明
し
た
。
（
十
八
名
）
中
、
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
の
分
析
で
は
、
今
回
の
実
験
授
業
は
学
生
に
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
回
は
、
学
生
の
反
応
を
知
る
た
め
に
、
全
て
の
授
槃
が
終
了
し
た
後
に
、
受
講
生
に
、
作
業
用
紙
の
「
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
」
欄
の
「
授
業
の
内
容
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
か
？
」
に
回
答
し
て
も
ら
っ
た
。
【
グ
ラ
フ
「
学
生
の
満
足
度
」
】
参
照
。
え
(
0
名
／
0
％
）
、
東
洋
史
学
コ
ー
ス
い
い
え
(
-
名
／
―
―
-
%
)
と
な
っ
た
（
片
方
一
回
の
出
席
者
も
含
む
）
。
二
％
）
と
な
っ
た
。
な
お
、
（
二
十
一
名
／
六
十
四
％
）
、
ま
あ
ま
あ
（
十
一
名
／
三
十
三
％
）
、
（
三
十
一
名
／
六
十
一
％
）
、
ま
あ
ま
あ
(
+
九
名
／
三
十
七
％
）
、
い
い
え
と
回
答
し
た
学
生
も
、
「
あ
ん
ま
り
興
味
の
な
い
内
容
だ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
こ
そ
こ
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
」
(
H
.
k
)
と
の
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
い
た
。
こ
の
数
字
を
見
る
と
、
く
、
今
回
の
合
同
授
業
の
試
み
に
学
生
の
関
心
を
喚
起
す
る
効
果
が
あ
る
こ
と
が
数
値
と
し
て
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
「
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
」
欄
で
は
、
具
体
的
な
感
想
を
知
る
た
め
に
、
「
授
業
を
受
け
て
、
役
に
立
っ
た
こ
と
方
を
含
む
）
、
輿
味
を
も
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
知
り
た
く
な
っ
た
こ
と
を
書
い
て
下
さ
い
。
」
と
い
う
設
問
も
設
け
て
み
た
。
以
下
、
そ
は
し‘
は
し‘
は
い
が
約
六
割
を
占
め
、
い
い
え
(
-
名
／
い
い
え
が
ほ
と
ん
ど
な
（
授
業
の
や
り
（
十
名
／
五
十
六
％
）
、
ま
あ
ま
あ
（
八
名
／
四
十
四
％
）
、しし
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Q 授業内容に興味を持ちましたか ？
考古・日本史学 コース
トー一図
裟
｀
―
ぁま
え
い
あ
い
ぱ
ま
い
■
識
纂 64% 
■ はい
鐵まあまあ
璽いいえ
な
ど
が
知
れ
て
勉
強
に
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
の
違
い
も
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
0
J
 
(
T
.
H
)
と
い
う
好
意
的
な
意
見
が
大
半
N
)
、
「
日
本
と
唐
、
両
方
を
比
べ
な
が
ら
の
授
業
だ
っ
た
の
で
、
違
い
入
り
や
す
い
と
感
じ
た
。
」
(
A
.
R
)
、
「
世
界
史
を
高
校
で
や
っ
て
き
め
、
中
国
と
比
べ
る
こ
と
で
視
野
が
広
が
り
、
「
女
官
」
を
軸
に
時
代
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。
」
(
U
•
Y
)、
「
日
本
史
の
み
を
学
ん
で
き
た
た
装
が
変
わ
っ
て
い
て
、
面
白
い
と
感
じ
ま
し
た
。
」
(
N
•
H
)、
「
新
鮮
驚
き
ま
し
た
。
自
分
の
知
ら
な
い
世
界
だ
っ
た
の
で
、
勉
強
に
な
り
ま
い
て
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。
「
日
本
の
女
官
、
中
考
古
・
日
本
史
学
コ
ー
ス
の
学
生
か
ら
は
、
比
較
作
業
の
意
義
に
つ
①
合
同
授
業
で
の
比
較
検
討
作
業
に
つ
い
て
（
＿
）
考
古
・
日
本
史
学
コ
ー
ス
の
学
生
の
回
答
の
分
析
国
の
女
官
、
そ
れ
ぞ
れ
み
て
み
る
と
、
こ
れ
ほ
ど
違
い
が
あ
る
こ
と
に
し
た
。
」
(
T
.
C
)
、
「
中
国
の
こ
と
は
な
か
な
か
勉
強
し
な
い
の
で
、
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
」
(
0
•
Y
)、
「
時
代
に
よ
っ
て
女
官
の
服
の
流
れ
を
つ
か
め
た
。
」
(
O
・
A
)
、
「
比
較
す
る
こ
と
で
説
明
が
頭
に
て
、
中
国
史
で
は
宦
官
が
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
日
本
史
と
共
に
考
え
る
こ
と
で
こ
ん
な
に
も
違
い
が
あ
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
」
(s.
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を
も
た
ら
す
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
れ
た
。
②
深
い
理
解
へ
の
導
き
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
比
較
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
が
顕
在
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
学
習
意
欲
が
刺
激
さ
れ
た
学
生
も
見
受
け
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
「
日
本
の
女
官
に
も
っ
と
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
特
に
男
官
と
女
官
、
天
皇
と
女
官
の
関
係
に
。
女
官
の
政
治
体
制
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
(
D
.
T
)
、
「
日
本
と
中
同
の
女
官
た
ち
に
つ
い
て
、
比
べ
て
み
て
み
る
と
、
ど
ち
ら
か
一
方
を
学
ん
で
い
る
だ
け
で
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
類
似
点
や
相
違
点
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
国
の
女
官
に
関
す
る
ド
ラ
マ
や
本
も
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
(
K
.
A
)
、
「
中
国
と
日
本
で
女
官
の
地
位
な
ど
が
全
く
持
っ
て
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
女
官
に
つ
い
て
興
味
が
湧
い
た
。
」
(
K
.
M
)
、
「
宦
官
に
つ
い
て
も
う
少
し
知
り
た
く
な
っ
た
。
ま
た
な
ぜ
中
国
に
は
女
帝
が
ひ
と
り
し
か
い
な
か
っ
た
の
か
知
り
た
く
な
っ
た
。
」
(
Y
.
A
)
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
大
変
望
ま
し
い
反
応
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
合
同
授
業
か
ら
、
歴
史
に
対
す
る
す
る
深
い
理
解
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
も
見
ら
「
性
別
が
与
え
る
政
治
へ
の
影
響
が
、
こ
こ
ま
で
統
治
の
中
心
部
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
」
(
M
.
T
)
、
「
女
性
に
焦
点
を
あ
て
て
史
実
を
見
て
み
る
の
は
ま
た
違
う
視
点
で
面
白
か
っ
た
。
日
本
と
中
国
の
政
治
や
役
職
の
仕
組
み
の
差
が
女
性
に
よ
っ
て
わ
か
る
の
も
お
も
し
ろ
い
。
」
(
O
・
A
)
な
ど
は
、
視
点
や
視
座
を
定
め
る
こ
と
で
、
比
較
と
い
う
方
法
が
、
学
生
の
深
い
思
考
と
理
解
ま
た
、
宦
官
の
有
無
が
、
東
ア
ジ
ア
の
官
僚
制
を
ど
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
に
、
関
心
を
も
っ
た
学
生
も
い
た
。
「
宦
官
が
い
な
い
日
本
で
は
蔵
人
が
台
頭
、
中
国
で
は
女
官
か
ら
宦
官
へ
職
務
が
移
動
。
君
主
を
支
え
る
仕
組
み
や
体
制
は
、
王
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①
合
同
授
業
で
の
比
較
検
討
作
業
に
つ
い
て
奇
心
を
刺
激
し
た
こ
と
は
成
果
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
。
R
好
奇
心
の
喚
起
に
つ
い
て
朝
交
替
の
有
無
が
差
異
」
(
O
・
A
)
、
「
日
本
で
は
蔵
人
、
中
国
で
は
宦
官
が
台
頭
。
日
本
で
は
貴
族
が
権
力
を
も
っ
て
い
た
か
、
中
国
で
は
権
力
者
が
流
動
的
。
女
帝
が
い
た
た
め
宦
官
が
必
要
な
か
っ
た
が
、
男
帝
の
み
に
な
っ
て
く
る
と
宦
官
の
代
わ
り
に
蔵
人
が
出
て
く
る
。
」
(
Y
.
A
)
と
い
う
よ
り
深
い
気
づ
き
も
あ
っ
た
。
本
授
業
の
ね
ら
い
を
的
確
に
捉
え
て
も
ら
え
た
こ
と
は
、
筆
者
た
ち
に
さ
ら
に
、
「
日
本
で
は
女
帝
が
多
か
っ
た
ゆ
え
、
中
国
の
男
帝
が
多
い
場
合
で
の
法
は
合
わ
ず
、
適
所
を
改
変
し
て
い
た
。
」
(
H
.
Y
)
と
い
う
コ
メ
ン
ト
は
、
日
本
に
お
け
る
律
令
の
継
受
と
受
容
の
問
題
点
を
突
く
革
新
的
な
問
い
と
自
分
な
り
の
考
察
を
ま
と
め
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。
な
か
に
は
、
現
代
社
会
と
結
び
付
け
て
、
歴
史
的
な
評
価
を
行
う
コ
メ
ン
ト
も
あ
っ
た
。
「
現
代
の
日
本
に
は
、
女
性
の
天
皇
や
女
性
総
理
大
臣
が
い
な
い
た
め
、
女
帝
や
女
官
が
活
躍
し
て
い
た
奈
良
＼
平
安
時
代
の
方
が
、
よ
っ
ぽ
ど
女
性
の
社
会
進
出
や
男
女
平
等
の
体
制
が
敷
か
れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
当
時
の
男
女
の
違
い
に
対
す
る
価
値
観
を
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
」
(
Y
.
C
)
。
現
代
社
会
と
歴
史
上
の
一
時
期
を
無
批
判
に
比
較
す
る
こ
と
は
危
険
で
も
あ
る
が
、
こ
の
学
生
の
導
き
出
し
た
も
の
は
、
歴
史
的
位
相
に
お
け
る
性
差
を
さ
ら
に
追
及
し
た
い
と
い
う
も
の
で
、
好
感
が
持
て
た
。
こ
の
よ
う
に
今
回
の
授
業
が
学
生
の
知
的
好
（
二
）
東
洋
史
学
コ
ー
ス
の
学
生
の
回
答
の
分
析
合
同
授
業
で
の
比
較
検
討
作
業
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
書
か
れ
て
い
た
。
と
っ
て
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。
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思
い
ま
し
た
。
」
(
Y
•
K
)
0
「
日
本
と
中
国
の
女
官
制
度
の
違
い
が
、
君
主
「
今
ま
で
日
本
と
中
国
は
す
ご
く
似
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
「
日
本
史
を
中
学
か
ら
や
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
違
う
点
が
見
え
て
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
」
(
M
.
N
)
。
日
本
史
に
つ
い
て
全
然
分
か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
東
洋
史
と
の
比
較
に
よ
っ
て
「
い
つ
も
で
あ
れ
ば
、
東
洋
史
学
コ
ー
ス
な
の
で
、
中
国
側
か
ら
の
視
点
で
見
え
て
い
た
も
の
が
、
日
本
と
中
国
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
両
方
と
も
初
め
て
知
る
こ
と
な
ど
が
沢
山
あ
り
、
良
か
っ
た
。
自
分
的
に
は
、
と
て
も
楽
し
く
授
業
を
受
け
ら
れ
た
の
で
、
ま
た
、
テ
ー
マ
は
何
に
し
ろ
、
合
同
授
業
を
受
け
て
み
た
い
と
思
っ
た
。
」
(
s
.
Y
)
。
「
日
本
と
中
国
で
比
較
す
る
こ
と
で
、
詳
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
し
、
視
野
が
広
が
り
、
関
心
が
高
ま
り
ま
し
た
。
」
(
Y
•
H
)
0
(
I
•
H
)。
（
の
あ
り
方
）
の
違
い
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
」
(
K
•
N
)。
「
日
頃
東
洋
史
の
内
容
し
か
見
て
い
な
い
の
で
、
こ
う
い
っ
た
日
本
史
の
物
事
と
比
べ
て
歴
史
を
見
る
と
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
」
「
日
本
・
中
国
の
女
官
の
違
い
が
結
構
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
北
方
民
族
の
女
官
の
こ
と
が
ま
だ
不
明
な
所
が
多
い
の
も
意
外
だ
っ
た。」
(
M
.
k
)
。
「
中
国
の
女
官
の
方
は
そ
れ
な
り
に
知
っ
て
い
た
が
、
日
本
の
方
は
全
然
知
ら
な
か
っ
た
た
め
輿
味
深
か
っ
た
。
日
本
の
制
度
と
比
べ
る
と
新
た
な
視
点
が
あ
り
、
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
、
中
国
と
日
本
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
授
業
を
受
け
て
み
た
い
と
「
日
本
史
と
中
国
史
で
似
た
制
度
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
相
互
の
制
度
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。
」
(
M
.
L
)
。
「
な
ん
や
か
ん
や
で
楽
し
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
広
い
視
野
で
物
事
を
み
る
と
い
う
の
は
大
切
な
こ
と
だ
と
な
ん
と
な
く
分
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。
」
(
Y
.
k
)
。
「
中
国
と
日
本
を
比
較
す
る
の
は
大
切
だ
し
、
面
白
い
な
と
感
じ
た
。
」
(
M
.
D
)
。
「
日
本
と
中
国
を
比
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
制
度
の
違
い
が
と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
」
(
I
•
K
)。
知
る
こ
と
も
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
。
」
(
M
.
A
)
。
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以
上
の
内
容
を
見
る
と
、
「
い
ろ
い
ろ
と
違
う
点
が
見
え
て
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
」
「
両
方
と
も
初
め
て
知
る
こ
と
な
ど
が
沢
山
あ
り
、
良
か
っ
た
。
」
「
日
本
と
中
国
を
比
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
制
度
の
違
い
が
と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
日
本
史
と
の
比
較
に
よ
る
内
容
の
分
か
り
や
す
さ
、
比
較
検
討
に
よ
る
新
た
な
気
づ
き
、
内
容
の
面
白
さ
を
指
摘
す
る
コ
メ
ン
ト
が
複
数
見
ら
れ
、
日
本
史
と
の
合
同
授
業
で
の
比
較
検
討
作
業
が
コ
ー
ス
ご
と
の
授
業
で
は
得
ら
れ
な
い
知
的
な
刺
激
を
学
生
に
与
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
合
同
授
業
へ
の
好
意
的
な
感
想
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
が
深
い
理
解
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
も
見
ら
れ
た
。
「
私
が
初
め
て
韓
国
ド
ラ
マ
、
中
国
ド
ラ
マ
な
ど
を
見
た
時
に
、
ど
う
し
て
結
婚
出
来
な
い
の
か
と
思
っ
て
い
た
。
今
回
、
改
め
て
話
を
聞
い
て
、
日
本
は
形
式
な
ど
、
中
国
を
参
考
に
し
て
い
て
も
、
男
と
女
と
い
う
考
え
方
に
対
し
て
は
違
う
よ
う
に
思
っ
て
い
た
の
「
奈
良
時
代
の
日
本
は
一
見
唐
の
シ
ス
テ
ム
を
ほ
ぽ
全
て
踏
襲
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
け
れ
ど
、
日
本
の
現
状
に
合
わ
せ
て
変
え
て
い
た
の
に
驚
い
た
。
各
国
の
観
点
か
ら
見
て
、
比
較
し
て
み
る
の
は
面
白
い
と
思
っ
た
。
」
(
T
•
Y
)
0
[（
日
本
は
）
中
匡
か
ら
文
化
を
受
け
て
き
た
が
、
思
っ
た
よ
り
違
い
が
あ
っ
た
。
朝
鮮
は
百
％
そ
の
ま
ま
（
中
国
の
）
制
度
を
使
っ
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
本
は
ア
レ
ン
ジ
す
る
能
力
が
昔
か
ら
あ
っ
た
の
だ
な
あ
と
感
じ
た
。
」
(
s
.
M
)
0
日
「
H
本
の
歴
史
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
・
戦
争
・
改
革
な
ど
を
た
ど
っ
て
現
在
ま
で
成
長
し
て
き
た
が
、
そ
の
中
で
も
や
は
り
男
性
が
多
く
描
写
さ
れ
て
い
る
の
が
目
立
つ
が
、
こ
の
授
業
を
受
け
て
、
女
官
制
度
な
ど
、
歴
史
上
で
の
女
性
な
ど
に
も
注
目
し
て
学
習
し
た
い
と
思
う
こ
と
が
で
き
た
。
」
(
I
•
H
)。
「
日
中
で
は
女
官
の
役
目
は
似
て
い
る
が
、
意
味
合
い
が
違
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
」
だ
と
感
じ
た
。
今
回
、
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。
」
(
Y
.
M
)
。
②
深
い
理
解
へ
の
導
き
に
つ
い
て
つ
ま
り
、
合
同
授
業
の
有
用
性
が
確
認
で
き
る
。
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さ
ら
に
、
好
奇
心
の
喚
起
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
も
見
ら
れ
た
。
③
好
奇
心
の
喚
起
に
つ
い
て
学
生
に
新
鮮
さ
を
感
じ
さ
せ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
「
歴
史
上
で
の
女
性
な
ど
に
も
注
目
し
て
学
習
し
た
い
]
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
、
女
性
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
視
点
が
、
「
家
柄
が
よ
く
な
い
女
官
が
日
本
に
も
い
た
の
か
気
に
な
り
ま
し
た
。
宦
官
に
は
誰
で
も
な
れ
た
の
か
気
に
な
り
ま
し
た
。
」
(
M
.
で
き
る
。
(
O
・
T
)
。
「
日
本
と
中
国
の
制
度
が
全
然
違
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
」
(
H
.
s
)
。
「
中
国
と
日
本
の
女
官
制
度
の
類
似
点
や
相
違
点
が
分
か
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。
も
っ
と
細
か
く
日
本
の
女
官
制
度
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
」
(
U
•
K
)。
「
古
代
は
男
尊
女
卑
が
強
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
女
性
の
地
位
が
男
性
と
同
等
か
、
位
の
高
い
人
も
い
て
驚
い
た
。
」
(
K
.
T
)
。
「
男
性
の
出
世
に
女
性
の
能
力
が
か
か
わ
る
と
う
の
は
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。
」
(
N
.
M
)
0
「
奈
良
時
代
に
女
性
が
政
治
の
場
で
多
く
活
躍
し
て
い
た
の
が
意
外
で
、
女
性
の
天
皇
が
い
た
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
主
要
な
政
治
家
の
中
に
も
女
性
が
い
た
の
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
典
味
が
わ
き
ま
し
た
。
他
の
時
代
で
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
も
気
に
な
り
ま
し
た
。
」
(
S
•
Y
)
0
「
中
国
の
女
官
が
結
婚
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
日
本
で
の
女
官
は
結
婚
が
で
き
、
な
お
か
つ
権
力
を
握
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
日
本
の
女
官
に
つ
い
て
も
も
っ
と
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。
」
(
T
.
s
)
。
以
上
の
コ
メ
ン
ト
を
見
る
と
、
日
本
に
お
け
る
中
国
文
化
の
受
容
、
女
官
の
意
味
合
い
の
違
い
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
文
化
的
背
景
な
ど
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
合
同
授
業
で
の
比
較
検
討
作
業
が
よ
り
深
い
理
解
へ
の
導
き
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
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)
。
「
日
本
は
女
帝
が
た
く
さ
ん
い
て
、
中
国
で
も
女
帝
が
（
沢
山
）
し
た
。
」
(
I
•
H
)
0
で
て
い
た
ら
ど
の
よ
う
な
国
に
な
っ
て
い
た
の
か
気
に
な
り
ま
「
同
じ
く
中
国
の
影
響
を
受
け
て
い
た
ベ
ト
ナ
ム
・
西
域
・
大
理
な
ど
の
諸
国
で
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
が
気
に
な
り
ま
し
た
。
」
(s.
N
)
。
「
日
本
・
中
国
の
授
業
を
聞
い
て
朝
鮮
が
気
に
な
っ
た
。
意
外
と
自
分
の
知
っ
て
い
る
こ
と
、
典
味
の
あ
る
こ
と
ば
か
り
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
」
(
K
.
C
)
。
「
女
官
制
度
が
施
行
さ
れ
た
世
界
で
は
、
ど
の
地
位
（
の
人
）
が
有
利
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
知
り
た
＜
な
り
ま
し
た
。
」
(
O
・
k
)
。
以
上
の
コ
メ
ン
ト
を
見
る
と
、
女
官
や
宦
官
の
出
身
、
ベ
ト
ナ
ム
や
朝
鮮
な
ど
日
本
・
中
国
以
外
の
地
域
へ
の
興
味
な
ど
、
学
生
に
と
っ
て
、
今
回
の
授
業
が
様
々
な
こ
と
に
興
味
を
も
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
窺
え
る
。
以
上
、
本
稿
で
は
、
日
本
史
・
東
洋
史
合
同
授
業
で
の
試
み
と
学
生
の
反
応
に
つ
い
て
、
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
分
析
し
な
が
ら
考
察
し
て
み
た
。
そ
の
内
容
か
ら
、
考
古
・
日
本
史
学
コ
ー
ス
・
東
洋
史
学
コ
ー
ス
共
に
、
合
同
授
業
に
よ
る
比
較
検
討
作
薬
が
、
学
生
に
、
分
か
り
や
す
さ
や
視
野
の
広
が
り
、
新
た
な
刺
激
、
面
白
さ
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
文
化
的
背
景
な
ど
に
つ
い
て
の
よ
り
深
い
理
解
や
好
奇
心
の
喚
起
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
が
具
体
的
に
見
て
取
れ
、
コ
ー
ス
ご
と
の
授
業
で
は
得
ら
れ
な
い
教
育
的
な
こ
う
し
た
効
果
が
確
認
で
き
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
学
生
か
ら
も
「
ま
た
、
中
国
と
日
本
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
授
業
を
受
け
て
み
た
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
今
後
も
更
に
合
同
授
業
を
企
画
・
実
施
す
る
価
値
は
十
分
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
効
果
を
生
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
お
わ
り
に
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註
、。し
学
生
参
加
型
の
授
業
ス
タ
イ
ル
や
時
代
劇
ド
ラ
マ
の
話
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
の
評
価
は
、
特
記
し
た
コ
メ
ン
ト
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
具
体
的
に
学
生
の
反
応
は
確
認
で
き
な
い
が
、
分
か
り
や
す
さ
や
面
白
さ
に
関
す
る
指
摘
が
複
数
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
効
果
は
一
定
程
度
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
具
体
的
な
反
応
を
検
証
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
の
同
様
の
授
業
を
行
っ
た
場
合
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
こ
う
し
た
こ
と
を
問
う
項
目
も
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
テ
ー
マ
設
定
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
宮
廷
女
官
と
い
う
テ
ー
マ
や
女
性
か
ら
の
視
点
に
対
す
る
好
意
的
な
コ
メ
ン
ト
が
複
数
み
ら
れ
、
学
生
に
と
っ
て
は
、
よ
い
刺
激
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
今
後
更
に
女
性
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
視
点
か
ら
の
更
な
る
テ
ー
マ
探
し
を
し
て
み
る
余
地
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
な
お
、
設
問
の
仕
方
や
作
業
用
紙
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
、
工
夫
・
改
善
す
べ
き
点
が
多
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
改
め
れ
ば
、
さ
ら
に
教
育
的
な
効
果
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
授
業
で
の
課
題
と
し
た
(
1
)
箪
者
小
川
も
、
そ
の
作
業
の
一
環
と
し
て
、
国
士
舘
大
学
文
学
部
の
授
業
で
、
い
く
つ
か
の
試
み
を
行
い
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
分
析
し
て
き
た
。
「
東
洋
史
学
専
攻
の
大
学
生
に
よ
る
W
i
k
i
p
e
d
i
a
検
証
作
業
の
試
み
泣
子
生
の
自
己
検
証
能
力
の
育
成
を
目
的
と
し
て
」
（
『
漢
字
文
献
情
報
処
理
研
究
」
二
二
号
、
二
0
―
二
年
）
。
（
中
村
威
也
・
相
原
佳
之
両
氏
と
の
共
著
）
「
東
洋
文
庫
等
で
の
東
洋
史
学
コ
ー
ス
の
学
外
研
修
の
教
育
的
効
果
に
つ
い
て
」
（
『
国
士
舘
人
文
学
」
五
一
号
、
二
0
一
九
年
）
。
(
2
)
籠
者
仁
藤
の
近
年
に
お
け
る
関
連
論
考
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
「
女
帝
の
終
焉
ー
井
上
・
酒
人
・
朝
原
三
代
と
皇
位
継
承
」
（
『
日
本
歴
史
』
八
三
七
号
、
二
0
一
八
年
）
、
「
平
安
初
期
に
お
け
る
后
位
の
変
質
過
程
を
め
ぐ
っ
て
ー
王
権
内
の
序
列
化
と
そ
の
可
視
化
」
（
「
国
士
舘
人
文
学
j
六
号
、
る。
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二
0
―
六
年
）
、
「
平
安
初
期
に
お
け
る
王
権
の
多
極
構
造
ー
皇
位
継
承
と
王
権
内
の
女
性
の
位
相
」
（
『
日
本
占
代
史
の
方
法
と
意
義
』
所
収
、
勉
誠
出
版
、
二
0
一
八
年
）
、
「
平
安
初
期
の
王
権
ー
女
帝
・
皇
后
不
在
の
時
代
ヘ
ー
」
（
『
占
代
文
学
と
隣
接
諸
学
3
占
代
王
権
の
史
実
と
虚
構
』
所
収
、
竹
林
舎
‘
―
1
0
一
九
年
）
、
「
幼
帝
の
出
現
と
皇
位
継
承
」
（
『
天
皇
は
い
か
に
受
け
継
が
れ
た
の
か
ー
天
皇
の
身
体
と
皇
位
継
承
』
所
収
、
績
文
堂
、
―
1
0
一
九
年
）
な
ど
。
(
3
)
基
盤
研
究
(
B
)
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
家
族
と
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
の
変
容
に
関
す
る
比
較
史
的
研
究
」
（
研
究
代
表
者
：
小
浜
正
子
）
に
参
加
し
て
い
る
。
研
究
内
容
に
つ
い
て
は
、
筆
者
小
川
の
拙
稿
「
宮
廷
女
官
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
（
小
浜
正
子
ほ
か
編
『
中
国
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
研
究
入
門
』
所
収
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
0
一
八
年
）
参
照
。
(
4
)
国
士
舘
大
学
第
一
―
0
回
F
D
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
平
成
一
二
0
年
度
F
D
委
員
会
の
取
り
組
み
」
（
国
士
舘
大
学
学
長
室
F
D
推
進
課
、
二
0
一
九
年
）
参
照。
(
5
)
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
官
人
制
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、
野
村
忠
夫
『
律
令
官
人
制
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
七
年
）
、
同
『
後
宮
と
女
官
』
（
教
育
社
歴
史
新
書
、
一
九
七
八
年
）
な
ど
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
多
様
で
あ
る
が
、
近
年
の
研
究
成
果
と
し
て
伊
集
院
葉
子
『
日
本
古
代
女
官
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
0
一
六
年
）
に
お
い
て
研
究
史
の
整
理
も
行
わ
れ
て
い
る
。
(
6
)
な
お
、
唐
で
は
尚
宮
局
が
詔
勅
の
伝
達
や
全
休
の
統
轄
を
担
当
し
て
い
る
が
、
養
老
令
で
は
、
詔
勅
の
伝
達
を
相
当
す
る
内
侍
司
の
尚
侍
は
従
五
位
相
当
で
、
尚
蔵
・
典
蔵
よ
り
位
が
低
く
、
か
つ
尚
膳
・
尚
縫
よ
り
も
低
く
、
特
に
重
視
さ
れ
て
は
い
な
い
そ
の
こ
と
か
現
実
と
麒
顧
し
た
た
め
に
、
大
同
二
（
八
0
七
）
年
に
、
尚
侍
が
従
三
位
官
、
典
侍
が
従
四
位
官
、
掌
侍
が
従
五
位
官
相
当
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
（
『
類
緊
三
代
格
』
巻
五
、
大
同
二
年
ト
ニ
月
十
五
日
太
政
官
謹
奏
）
。
(
7
)
講
義
で
は
、
筆
者
小
川
前
掲
拙
稿
「
宮
廷
女
官
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
の
内
容
を
も
と
に
解
説
を
行
っ
た
。
(
8
)
前
田
尚
美
「
明
代
後
宮
と
后
妃
・
女
官
制
度
」
（
『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
・
史
学
編
j
八
号
、
―
;oo九
年
）
参
照
。
(
9
)
趙
令
志
「
清
代
の
秀
女
選
抜
制
度
に
つ
い
て
」
（
『
大
東
ア
シ
ア
学
論
集
]
六
号
、
―
1
0
0
六
年
）
参
照
。
[
付
記
]
本
稿
は
前
掲
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
(
B
)
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
家
族
と
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
の
変
容
に
関
す
る
比
較
史
的
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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